




名糖産業株式会社(2207) 平成29年３月期 第３四半期決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………… 3

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 …………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………… 3

　 （４）追加情報 …………………………………………………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 ………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………… 6

　 四半期連結損益計算書

　 第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………… 6

　 四半期連結包括利益計算書

　 第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………… 8

決算短信（宝印刷） 2017年01月31日 10時14分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



名糖産業株式会社(2207) 平成29年３月期 第３四半期決算短信

― 2 ―

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国の経済・金融政策や雇用環境の改善などが進むなか、円安への

反転など外部環境の変化に伴い、輸出関連企業を中心に景況感が上向いて、景気回復への期待が強まるようになりまし

た。

　当社グループの中核事業の一つである菓子・食品の市場におきましては、根強い生活防衛意識により消費の盛り上が

りが欠けるなかで、企業間競争に伴う販売促進費が企業収益を圧迫して、厳しい事業環境が続きました。

　こうした情勢のもと、当社グループは、商品の安全性確保と品質の向上に引き続き注力するとともに、消費者の健康

維持や増進志向などにお応えする高付加価値商品の提供ならびに積極的な営業施策を展開して、売上規模の拡大と収益

力の向上に取り組んでまいりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、食品事業の増収により前年同期と比べて3.8％増の16,415百万円

となりました。営業利益につきましては、数理計算上の差異に伴う退職給付費用の一時的な増加が利益の圧迫要因とな

りましたが、売上規模の拡大や売上原価率の低減などにより、前年同期と比べて74.8％増の433百万円となりました。ま

た、経常利益は、営業利益の改善などにより前年同期と比べて28.6％増の934百万円となりました。親会社株主に帰属す

る四半期純利益につきましては、特別利益に新株予約権戻入益106百万円を計上しました結果、前年同期と比べて31.5％

増の868百万円となりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　

　食品事業

　当第３四半期連結累計期間におきましては、個人消費の一部に弱さが見られますが、主力の菓子部門は積極的な販売

施策を実行し拡売に努めましたところ、売上が好調に推移して増収となりました。チョコレート類は、チョコレートの

効能に関心が高まるなか、ＭＹアルファベットチョコレートキャンペーンなどの販売促進活動を展開したことなどによ

り、主力ブランドの「アルファベットチョコレート」のほか、「つぶより苺チョコレート」などが売上を伸ばして増収

となりました。キャンディ類は小袋商品などの自社商品の売上が伸長して増収となりました。

　粉末飲料部門は、レシピ提案サイトとタイアップした販売促進活動を展開したところ、「香り高いミルクココア」な

どのココア類のほか、「スティックメイトフルーツアソート」などが売上を好調に伸ばして増収となりました。

　主として九州地区で製造・販売している冷菓部門は、自社商品が売上を伸ばしましたが、受託商品の売上が落ち込み、

減収となりました。

　そのほか、連結子会社の株式会社エースベーカリーは、積極的な販売施策を実行した結果、主力のバウムクーヘン類

の売上が前年同期を下回りましたが、ゼリー類が大きく売上を伸ばして増収となりました。

　これらの結果、食品事業の売上高は前年同期に比べ4.6％増の14,635百万円となりました。営業利益につきましては、

原材料コストの高止まりや販売促進費の増加などが利益の圧迫要因となりましたが、売上高の増加や売上原価率の改善

などにより前年同期に比べ40.0％増の779百万円となりました。

　

　化成品事業

　酵素部門につきましては海外を主な市場としており、激しい企業間競争や円高の影響を受け、脂肪分解酵素「リパー

ゼ」の売上は増加しましたが、チーズ用凝乳酵素「レンネット」は苦戦を強いられ、減収となりました。

　また、薬品部門につきましては、医薬品、Ｘ線フィルムなどの原料用の「デキストラン」は前年同期並の売上でした

が、「デキストラン」の誘導体が売上を伸ばし増収となりました。

　これらの結果、化成品事業の売上高は前年同期に比べ3.0％減の1,554百万円となりました。営業利益につきましては、

円高の影響などにより前年同期に比べ44.8％減の64百万円となりました。

　

　不動産事業

　不動産事業につきましては、事務所や駐車場の賃貸契約の増加などにより、売上高は前年同期に比べ5.9％増の225百

万円となり、営業利益は前年同期に比べ0.2％増の80百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ452百万円増加し、10,491百万円となりました。これは、受取手形及び売

掛金が998百万円増加したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ3,617百万円増加し、45,385百万円となりました。これは、保有する株式

の株価の上昇などにより投資有価証券が3,512百万円増加したことなどによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ4,070百万円増加し、55,877百万円となりました。

　（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ31百万円増加し、5,052百万円となりました。これは、未払法人税等が202

百万円減少したことや、その他に含まれる設備関係支払手形が171百万円増加したこと、支払手形及び買掛金が167

百万円増加したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ962百万円増加し、9,077百万円となりました。これは、繰延税金負債が

1,001百万円増加したことなどによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ993百万円増加し、14,129百万円となりました。

　（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ3,077百万円増加し、41,747百万円となりました。これは、その他有価

証券評価差額金が2,450百万円増加したことなどによります。

　また、平成28年５月20日付の４百万株の自己株式の消却を主因として、自己株式（マイナス表示）が7,710百万

円、利益剰余金が7,137百万円それぞれ減少しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　個人消費に力強さが欠けるなか、高い原材料コストなど厳しい事業環境が続いておりますが、当社グループにお

きましては、今後も売上規模の拡大や事業活動の効率化に努め、収益力の向上に取り組んでまいります。現時点で

は通期の連結業績予想につきまして、平成28年５月13日に公表いたしました数値を修正しておりません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 (会計方針の変更）

建物附属設備及び構築物の減価償却方法について、定率法を採用しておりましたが、平成28年度税制改正を機に

減価償却方法の見直しを行い、平成28年４月１日以後に取得したものについて定額法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,710 1,947

受取手形及び売掛金 4,222 5,221

有価証券 702 699

商品及び製品 943 1,002

仕掛品 446 439

原材料及び貯蔵品 824 1,046

その他 210 158

貸倒引当金 △22 △23

流動資産合計 10,039 10,491

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,191 4,202

その他（純額） 6,503 6,619

有形固定資産合計 10,695 10,822

無形固定資産 68 69

投資その他の資産

投資有価証券 30,759 34,272

その他 320 299

貸倒引当金 △76 △78

投資その他の資産合計 31,003 34,493

固定資産合計 41,767 45,385

資産合計 51,807 55,877
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,261 2,428

1年内返済予定の長期借入金 174 170

未払法人税等 242 40

返品調整引当金 8 9

その他 2,333 2,403

流動負債合計 5,021 5,052

固定負債

長期借入金 462 335

繰延税金負債 4,571 5,572

役員退職慰労引当金 19 5

退職給付に係る負債 2,838 2,913

その他 223 250

固定負債合計 8,115 9,077

負債合計 13,136 14,129

純資産の部

株主資本

資本金 1,313 1,313

資本剰余金 76 76

利益剰余金 33,149 26,011

自己株式 △8,414 △704

株主資本合計 26,124 26,697

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,656 15,107

退職給付に係る調整累計額 △226 △56

その他の包括利益累計額合計 12,429 15,050

新株予約権 116 －

純資産合計 38,670 41,747

負債純資産合計 51,807 55,877
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 15,807 16,415

売上原価 10,676 10,731

売上総利益 5,130 5,683

販売費及び一般管理費

販売促進費 1,929 2,190

給料手当及び賞与 1,069 1,052

退職給付費用 122 196

役員退職慰労引当金繰入額 1 1

貸倒引当金繰入額 11 3

減価償却費 50 49

その他 1,697 1,756

販売費及び一般管理費合計 4,882 5,249

営業利益 248 433

営業外収益

受取利息 10 8

受取配当金 476 515

持分法による投資利益 15 25

その他 13 11

営業外収益合計 514 561

営業外費用

支払利息 11 8

固定資産除売却損 24 45

その他 0 6

営業外費用合計 36 60

経常利益 726 934

特別利益

新株予約権戻入益 - 106

投資有価証券売却益 181 -

特別利益合計 181 106

特別損失

固定資産除売却損 38 -

特別損失合計 38 -

税金等調整前四半期純利益 869 1,040

法人税、住民税及び事業税 192 165

法人税等調整額 16 6

法人税等合計 208 171

四半期純利益 660 868

親会社株主に帰属する四半期純利益 660 868
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 660 868

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,830 2,450

退職給付に係る調整額 64 170

その他の包括利益合計 1,895 2,620

四半期包括利益 2,556 3,489

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,556 3,489
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は平成28年５月13日開催の取締役会決議に基づき、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を実施い

たしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において利益剰余金が7,652百万円、自己株式が7,652百万円

減少しております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）食品事業 化成品事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 13,991 1,602 213 15,807 ― 15,807

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 13,991 1,602 213 15,807 ― 15,807

セグメント利益 556 117 80 754 △505 248

(注) １ セグメント利益の調整額は、各セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）食品事業 化成品事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 14,635 1,554 225 16,415 ― 16,415

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 14,635 1,554 225 16,415 ― 16,415

セグメント利益 779 64 80 924 △490 433

(注) １ セグメント利益の調整額は、各セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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